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ウクライナ人道危機 赤十字に、できること

衛生物資の提供

こころのケアの提供

一時避難所の提供

応急手当て講習の実施

保健医療の提供

現金給付

女性や子どもの保護

救援物資の提供

避難支援の誘導

日本赤十字社からも
職員を派遣

人道危機で急遽設置された国際救援倉庫の管
理責任者として、各国赤十字社職員とともに救
援物資だけでなく、様々な支援の方法の道筋を
立てています。

薬や医療資器材の調達、管理を行う薬剤師とし
て、温度管理や在庫管理、患者さんに渡した薬
の記録など、ゼロから診療所の立ち上げを行い
ました。

ウクライナ隣国の
モルドバ共和国で活動!

ウクライナ西部の町に
設置される診療所で活動!

お寄せいただいた救援金は、ウクライナや周辺各国における
物資等の救援や医療の提供など、赤十字による人道支援活動に使われています。

ウクライナ人道危機は「ヨーロッパ最大級の人道危機」とも呼ばれ、
ウクライナ国内のみならず、周辺国やその他ヨーロッパの地域を中心に大きな影響を及ぼしています。
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応急手当の講習を受ける子どもたち

スロバキアの「チャイルド・フレンドリー・スペース」で遊ぶ
ウクライナ避難民の子どもたちと赤十字ボランティア

国境近くで避難民に救援物資を配布する
ロシアの赤十字ボランティア

首都キーウ周辺で救援活動を行うウクライナ赤十字社の職員

ウクライナから避難してきた人に保健医療を提供する
ハンガリー赤十字社の医療ボランティア

「ウクライナ人道危機救援金」受付中

受付金額約53.8億円
（令和4年7月19日現在）

岡山県内においては中国銀行・トマト銀行の本支店、各市区町村の
赤十字担当窓口、各赤十字施設において救援金を受け付けています。
皆さまの温かいご支援をお願いします。

詳しくはこちら
救援金



赤十字マークは、紛争などで傷ついた人々と、その人たちを救護するスタッフや施
設等を保護するためのマークであり、「攻撃してはならない」という意味を持ちま
す。国際法で厳格に定められているため、赤十字のスタッフは一切武装をせず、こ
のマークを命綱に紛争の犠牲となっている人々に寄り添うことができるのです。
一般の方が、赤十字マークをむやみに使用してはならない理由もここにあります。

赤十字マークの大切な意味

令和4年度夏号
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〒700-0823　岡山市北区丸の内二丁目7番20号
TEL 086-221-9595　https://www.jrc.or.jp/chapter/okayama/

令和3年度決算概要を報告します。
岡山県支部の事業にかかる歳入歳出決算をまとめたものです。 （岡山県支部の決算は代議員会で承認されています。）

救急法等の講習普及促進 1,854万8千円
ボランティアや青少年の育成 886万5千円
献血や社会福祉活動 1,210万円
地域の赤十字活動 3,287万9千円

活動資金の募集や広報活動
4,217万7千円

国際活動や本社で行う事業
3,949万1千円

歳出
3億6,774万
7千円

災害救護活動
6,616万5千円

活動の
運営管理
6,395万5千円

翌年度繰越金
8,356万7千円

TOPICS 2

本社交付金収入 236万4千円
個人住民税控除対象海外救援金 １万円

資金繰入金収入等 1,164万6千円

活動資金収入
2億6,533万1千円

各種講習教本代等雑収入 
952万9千円

前年度繰越金
7,886万7千円

歳入
3億6,774万
7千円


